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1.
プロジェクトの目的
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プロジェクトの背景と目的
» 背景：呉の観光は、大和ミュージアムに集中
しており、街全体の観光活性化のため周遊型
観光が必要

» 目的：「呉海軍グルメ」の認知向上を通じて、
呉の新たな観光資源を創出するかつ
街の活性化に貢献
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「呉海軍グルメ」発足の背景を考える
» 人口減少と高齢化：人口15万以上の都市で
は上位に

» ものづくりの衰退（日鉄工場の閉鎖（R2））
» 交流人口を増やしたい一方、低い周遊性
» 『艦これ』観光の成功経験（呉海軍グルメ
を提供する多くの店舗がコラボ経験あり）
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（既存の）主な観光スポット

「線」の観光から
「面」の観光へ



2.
呉海軍グルメの紹介
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認定までのプロセス
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メニュー
選定 再現 認定



調理法は残っている？
» 一般のレシピと船ごとのレシピ
» 3種の神冊（海軍割烹術参考書、海軍
四等主計兵厨業教科書、海軍厨業管理
教科書）：海軍の料理教科書

» 艦船で食べていた料理のレシピ：
第一艦隊献立調理特別努力週間献立集

» ただ、分量が書いていないものが多い
かつ手に入らない材料もある
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舞鶴市より



料理の選びと再現（真正性＋想像力＋販売）
» 店舗の特徴（和食・洋食・居酒屋など）を考慮し
提供できる料理を選ぶ

» 試行錯誤しながら再現する
*呉海軍グルメでは再現時のアレンジを認める
（オーセンティックな再現が目的ではない）

» ただ、元々海軍グルメを提供していたお店も
» 喫茶レスト（大和のオムライス）：隣のお店の常
連が大和の添乗員だったので、食べさせながらそ
の人がOKするまで作ってこうなった
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メニューの認定
» 高森直史（呉在住の海軍グルメ研究の第一人者）、井口秀一
（五月荘3代目店主、元呉飲食組合長）、上元新一郎（大和
ミュージアム事務局長）の3人の専門家による審査を経て認定
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店舗に飾られている認定証
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3.
認知向上活動（元気応援プロジェクト）
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活動内容
» 「呉海軍グルメ」ツアーの企画支援と分析：延期（来年度）
» 『艦隊のシェフ』コラボイベント支援（7月30日）
» 文化観光論授業（大学院）：「呉海軍グルメ」認定式参観
» 店舗インタビュー：冊子化を予定
» PR動画作成：YouTubeチャンネルに順次アップロード
» シティロゲの会議参加
» 『艦隊のシェフ』コラボイベントのポスター・パンフレット制作協力
» 広島経済同友会呉支部3月例会で成果発表（3月7日）
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『艦隊のシェフ』コラボイベント（7月30日）
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「呉海軍グルメ」認定式参観（10月27日）
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シティロゲ in 呉（2022年12月18日）
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五月荘Twitterより
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『艦隊のシェフ』コラボ企画協力
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広島経済同友会呉市部3月例会での成果発表
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4.
まとめ
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「呉海軍グルメ」の可能性と課題
» 呉海軍グルメの魅力：呉ならではの観光資源。ただし、
まだブランドとしての認知度が低い

» メディア（漫画）とコラボすることの強み：Cultural 
Affinity（文化的親和性）を生み出す → 運も実力

» フードツーリズム×イマジネーション×体験：
新たな可能性が潜まれている

» インバウンド誘客の可能性：大いにあり。戦争は冷たい
が、食べ物は温かい → 次年度のモニターツアー
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来年度の計画
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» 呉海軍グルメモニターツアー » 海軍グルメ御朱印帳？
https://joshime.com/archives/182084



ご清聴ありがとう
ございました
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護衛艦こんごう
(2019, 下関)


